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２
０
１
０
年
度
常
磐
大
学
同
窓
会
総
会

お
よ
び
懇
談
会
が
、
６
月
12
日
（
土
）
に

常
磐
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、

会
員
45
名
、
教
職
員
７
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

総
会
の
開
会
に
伴
い
、
齊
藤
久
展
副
会

長
よ
り
「
同
窓
会
が
発
足
し
て
か
ら
24
年

が
経
ち
、
一
歩
ず
つ
歩
み
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
今
ま
で
以
上
に
同
窓
会

活
動
を
活
性
化
す
る
た
め
に
、
皆
様
の
ご

支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
総
会
で
は
、事
業
報
告
、

決
算
・
監
査
報
告
、
入
会
状
況
報
告
、
役

員
の
選
任
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
続
く
議
案
で
は
、
事
業
計
画
案
と
予

算
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
満
場
一
致
で

可
決
と
な
り
、
総
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

　

総
会
を
開
催
し
た
Ｈ
棟
か
ら
場
所
を
移

し
、
懇
談
会
は
Ｔ
棟
学
生
ホ
ー
ル
の
カ
フ
ェ

テ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ご
出
席
い

た
だ
い
た
先
生
方
を
代
表
し
て
、
コ
ミ
ュ

（1）

2
0
1
0
年
度

常
磐
大
学
同
窓
会
総
会
・
懇
談
会
開
催

ニ
テ
ィ
振
興
学
部
長
で
あ
り
同
窓
会
顧
問

の
井
上
繁
先
生
よ
り
「
大
学
に
就
任
以
来
、

11
年
連
続
で
同
窓
会
に
参
加
し
て
い
る
の

は
、
大
学
に
と
っ
て
卒
業
生
は
と
て
も
大

事
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
卒
業
生

に
と
っ
て
大
学
は
、
心
の
ふ
る
さ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
共
に
同
窓
会
を
守
り
た
て
て

行
き
ま
し
ょ
う
。」
と
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
続
い
て
、
池
田
正
則
会
長
の
乾

杯
の
ご
発
声
で
懇
談
会
が
ス
タ
ー
ト
。
歓

談
中
に
は
、
大
学
開
学
当
初
か
ら
現
在
ま

で
の
大
学
の
様
子
が
収
め
ら
れ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
鑑
賞
し
、
懐
か
し
い
映
像
に
参
加
者
は

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
出
席
い

た
だ
い
た
同
窓
会
顧
問
の
粕
谷
雄
二
先
生
、

石
原
亘
先
生
、
長
谷
川
美
貴
先
生
、
池
田

幸
也
先
生
、
横
須
賀
徹
先
生
、
国
見
太
卒

業
生
セ
ン
タ
ー
統
括
に
も
ご
挨
拶
を
い
た

2009 年度　常磐大学同窓会事業報告
１．２００９年度常磐大学同窓会総会、懇談会の開催
　　○開催日：２００９年６月１３日（土）
　　○場　所：常磐大学Ｈ棟大講堂
　　○出席者：６１名
　　○主な議案等：
　　　【報告】２００８年度事業報告・決算報告、入会状況、役員の選任
　　　【議案】２００９年度事業計画・予算案審議
　　　※総会終了後、懇談会をＴ棟学生ホールにて開催

２．幹事会の開催
　　○実施時期および主な議案等：
　　　５月　２００８年度事業報告、２００８年度決算について　等
　　１２月　２０１０年度総会について、学生支援事業報告　等
　　　３月　２０１０年度事業計画、２０１０年度予算について　等

３．学生支援事業
　　１）学園祭への援助金（２００９年１０月）
　　２）大型アウトドアクロック（屋外用電波ポール時計）の設置（２０１０年３月）
　　３）同窓会長賞および同窓会長賞記念品授与（品名：電子辞書、２０１０年３月）
　　４）同窓会長奨励賞記念品授与（品名：高級ボールペン、２００９年１０月／２０１０年３月）

４．会員への大学情報の発信
　　○内　容：会報「ときわの風」を発行し、会員へ送付
　　○時　期：第９号（７月３１日発行）、第１０号（１月２９日発行）

５．常磐大学同窓会ホームページの維持および管理
　　○内　容：総会開催模様の掲載、異動情報受付　等
　　○時　期：随時更新

６．卒業生の個人情報管理
　　○管理情報：氏名、学籍番号、住所、電話番号、勤務先、ゼミナール、サークル等
　　○時　　期：随時更新
　　※　学校法人常磐大学開学１００周年に伴う卒業生データ整理の業務委託も行った。

７．その他
　　○支部設立　「ＴＯＫＩＷＡおんぷの会（常磐大学吹奏楽団ＯＢ会）」（２０１０年３月）
 以　上　

2010 年度　常磐大学同窓会事業計画
　

月 事　業　内　容

４

５ 幹事会（前年度決算報告、前年度事業報告）

６ 総会

７ 同窓会会報（第 11号）発送

８

９

１０
幹事会
学生支援事業（学園祭援助）

１１

１２

１

２ 同窓会会報（第 12号）発送

３
幹事会（次年度予算案承認、次年度事業計画案承認）
同窓会長賞および同窓会長奨励賞の授与

　　　　その他の事業
　　　　　１）学生支援事業（在学生表彰を含む）
　　　　　２）卒業生の個人情報管理
　　　　　３）常磐大学同窓会ホームページ維持・管理
　　　　　４）同窓会支部設立促進活動

（補足）
同窓会会報に総会の議決内容および報告内容を掲載する

2009 年度　常磐大学同窓会決算書
収入の部 （単位：円）

項　　目 決算額 予算額 差異額 備　　　　　　　考

会費収入 11,400,000 11,800,000  △ 400,000 新入会員 570名（新卒569名＋既卒1名）

事業収入 123,000 140,000  △ 17,000 総会等参加費（61名）、託児室利用料

雑収入 114,052 100,000 14,052 預金利息等

積立金等運用収入 680,800 680,800 0 積立金の運用に伴う利金

小　　計 12,317,852 12,720,800  △ 402,948 

前年度
繰越金

現預金 36,546,185 36,546,185 0 

積立金等 69,876,300 69,876,300 0 日本生命社債　20,000,000円GEキャピタルコーポレーション社債　49,876,300円

小　　計 106,422,485 106,422,485 0 

合　　計 118,740,337 119,143,285  △ 402,948 

支出の部 （単位：円）

項　　目 決算額 予算額 差異額 備　　　　　　　考

人件費支出 0 10,000  △ 10,000 

消耗品費支出 120,231 166,000  △ 45,769 印刷用紙、印刷機消耗品、総会関係等

交通費支出 26,000 85,000  △ 59,000 幹事会出席者（学外幹事）等の交通費

慶弔費支出 30,000 100,000  △ 70,000 （学）常磐大学 開学100周年記念式典祝金等

通信費支出 1,725,759 2,226,000  △ 500,241 総会案内、会報等　郵送料

印刷費支出 662,466 772,000  △ 109,534 総会案内、会報等　印刷費

会議費支出 141,985 383,000  △ 241,015 総会、幹事会等　会議費

渉外費支出 6,000 20,000  △ 14,000 会報原稿執筆謝礼

業務委託費支出 346,661 356,000  △ 9,339 発送物袋詰作業、卒業生データ整理等　委託費

雑費支出 1,365 10,000  △ 8,635 振込手数料

支援事業費支出 974,420 1,500,000  △ 525,580 芝生の広場ソーラー時計寄贈、学園祭援助、同窓会長賞賞状・記念品等

小　　計 4,034,887 5,628,000  △ 1,593,113 

次年度
繰越金

現預金 64,829,150 43,638,985 21,190,165 日本生命社債償還金　20,000,000円を含む
積立金等 49,876,300 69,876,300  △ 20,000,000 GEキャピタルコーポレーション社債　49,876,300円

小　　計 114,705,450 113,515,285 1,190,165 

合　　計 118,740,337 119,143,285  △ 402,948 

2010 年度　常磐大学同窓会予算書
収入の部 （単位：円）

項　　目 本年度予算額 前年度予算額 差異額 備　　　　考

会費収入 10,300,000 11,800,000  △ 1,500,000 
2010 年度新入会員
（新卒 510 名＋既卒 5
名× 20,000 円）

事業収入 140,000 140,000 0 懇親会会費収入（70名× 2,000 円）

雑収入 100,000 100,000 0 預金利息等

積立金等運用収入 580,000 680,800  △ 100,800 

小　　計 11,120,000 12,720,800  △ 1,600,800 

前年度繰越金
現預金 64,829,150 36,546,185 28,282,965 

積立金等 49,876,300 69,876,300  △ 20,000,000 GE キャピタルコーポレーション社債

小　　計 114,705,450 106,422,485 8,282,965 

合　　計 125,825,450 119,143,285 6,682,165 

支出の部 （単位：円）

項　　目 本年度予算額 前年度予算額 差異額 備　　　　考

人件費支出 10,000 10,000 0 総会補助等

消耗品費支出 154,000 166,000  △ 12,000 印刷用紙、印刷機消耗品、総会関係等

交通費支出 85,000 85,000 0 幹事会出席幹事交通費等

慶弔費支出 100,000 100,000 0 慶弔関係

通信費支出 2,367,000 2,226,000 141,000 総会通知、会報送付等

印刷費支出 767,000 772,000  △ 5,000 会報、封筒印刷等

会議費支出 223,000 383,000  △ 160,000 総会、幹事会等

渉外費支出 20,000 20,000 0 会報原稿執筆謝礼、取材先土産等

業務委託費支出 166,000 356,000  △ 190,000 発送物袋詰作業等

雑費支出 10,000 10,000 0 振込手数料等

支援事業費支出 1,500,000 1,500,000 0 学生支援事業、支部運営補助等

小　　計 5,402,000 5,628,000  △ 226,000 

次年度繰越金
現預金 70,547,150 43,638,985 26,908,165 

積立金等 49,876,300 69,876,300  △ 20,000,000 GE キャピタルコーポレーション社債

小　　計 120,423,450 113,515,285 6,908,165 

合　　計 125,825,450 119,143,285 6,682,165 

だ
き
ま
し
た
。
校
歌
斉
唱
、

西
野
光
範
副
会
長
の
３
本

締
め
に
て
閉
会
し
、
最
後

に
参
加
者
全
員
の
記
念
写

真
を
撮
影
し
て
解
散
と
な

り
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
よ
り
多
く
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。



（2）☆情報満載の同窓会ホームページも是非ご覧下さい。　　　http://www.tokiwa.ac.jp/̃dosokai/

　

平
成
８
年
に
国
際
学
部
が
新
設
さ
れ

る
と
共
に
、
こ
の
国
際
学
部
で
奉
公
し

て
早
14
年
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

粕
谷
学
部
長
は
６
人
目
で
す
。
学
科
は

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
と
国
際
協
力
学
科

が
、
平
成
16
年
に
は
国
際
関
係
学
科
と

英
米
語
学
科
に
、
平
成
20
年
か
ら
は
経

営
学
科
と
英
米
語
学
科
へ
と
組
織
改
編

さ
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
は
ど
の
学
科

の
卒
業
生
で
し
ょ
う
か
。

　

国
際
学
部
ら
し
く
海
外
に
羽
ば
た
い

て
い
る
卒
業
生
も
確
か
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
女
性
と
結
婚

し
、
現
地
の
旅
行
会
社
に
勤
め
る
榊
原

寿
幸
君
（
１
期
生
）
な
ど
は
そ
の
代
表

例
で
し
ょ
う
。
国
際
交
流
語
学
学
習
セ

ン
タ
ー
は
カ
ナ
ダ
に
帰
国
後
逝
去
さ
れ

た
川
島
先
生
が
残
さ
れ
た
立
派
な
施
設

で
す
。
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
「
海
外

研
修
」
は
国
際
学
部
で
始
め
ら
れ
た
も

の
で
し
た
。

　

さ
て
、
平
成
11
年
に
入
学
し
た
私
の

ゼ
ミ
の
卒
業
生
が
７
年
ぶ
り
に
再
会
す

る
と
い
う
出
来
事
が
同
窓
会
館
で
あ
り

ま
し
た
。
幹
事
の
男
の
子
は
京
都
か
ら

来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

埼
玉
の
百
貨
店
に
勤
務
し
て
い
る
男

の
子
は
身
な
り
も
カ
ッ
コ
よ
く
販
売
員

と
し
て
も
磨
き
が
か
か
っ
て
い
ま
し

た
。
福
島
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
勤
め

る
男
の
子
は
店
長
と
し
て
、
大
き
な
責

任
を
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
２
人
と

も
就
職
し
て
か
ら
同
じ
会
社
に
勤
め
続

け
、
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
上
げ
て
き
た
こ

と
が
伺
え
ま
し
た
。
２
度
転
職
し
た
あ

る
女
の
子
は
派
遣
社
員
で
し
た
。

　

平
成
15
年
に
入
学
し
た
あ
る
男
の
子

は
東
京
で
営
業
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
１
年
で
３
人
も
交
代
す
る
よ
う

な
職
場
環
境
で
、
彼
も
簡
単
に
辞
め
て

し
ま
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
県
内
に
戻
っ

て
み
た
も
の
の
工
場

勤
務
で
す
。
結
婚
し

た
い
が
給
料
の
低
さ

が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
切
実
に

訴
え
て
い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
転
職
が

キ
ャ
リ
ア
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
た
だ
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る

か
は
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
。
今
は
自
己

啓
発
に
励
み
つ
つ
地
道
に
働
い
て
い
く

の
が
ベ
ス
ト
で
し
ょ
う
。

　

転
職
の
良
し
悪
し
で
は
な
く
、
最
初

に
入
社
す
る
会
社
が
そ
の
後
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
に
ど
れ
だ
け
大
切
で
あ
る
か
を

物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

国
際
学
部
の
理
念
で
あ
る
「
グ
ロ
ー

バ
ル
な
マ
イ
ン
ド
を
も
っ
て
地
域
経
済

に
貢
献
す
る
」
と
い
う
精
神
は
不
滅
で

あ
る
と
信
じ
ま
す
。
目
下
、
経
営
学
科

と
し
て
は
地
元
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
支

援
の
た
め
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
ス
タ
ジ
ア
ム

に
お
け
る
常
磐
大
学
＆
水
戸
ホ
ー
リ
ー

ホ
ッ
ク
コ
ラ
ボ
デ
ー（
８
月
29
日
開
催
）

の
イ
ベ
ン
ト
を
構
想
中
で
す
。
こ
の
よ

う
に
大
学
の
地
域
貢
献
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
卒
業
生
の
皆
様
と
母

校
と
の
再
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
も
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
益
々

の
ご
活
躍
を
祈
念
致
し
ま
す
。

MESSAGE

国
際
学
部
の
精
神
は
不
滅

　

今
年
も
総
会
・
懇
談
会
を
無
事
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
に
は
楽
し
ん
で
頂
け
た
で
し
ょ
う
か
。

今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
同
窓
生
の
皆
さ

ん
に
も
、
次
回
は
是
非
参
加
し
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

先
日
、
幼
稚
園
か
ら
の
同
級
生
で
、
大

学
も
一
緒
だ
っ
た
友
人
が
、
転
職
を
し
て

東
京
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。
お
互
い
に
結

婚
以
外
で
茨
城
を
出
る
事
な
ん
て
な
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
、
意
外
な
選
択
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
こ
と
も
多
く
、
大

変
な
思
い
も
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
距
離

は
離
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
お
互
い
に

助
け
合
い
な
が
ら
、
友
人
に
負
け
な
い
よ

う
に
私
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
石
田
）

 

＊ 

編
集
後
記 

＊

サウスカロライナ州立大学大学院人文社
会科学研究科修士課程修了。専門：経営
倫理、スピリチュアルと経営、国際経営学。

国際学部
経営学科教授

先生村山 元理

　

２
０
１
０
年
３
月
14
日
同
窓
会
幹
事
会
に

お
い
て
、
常
磐
大
学
吹
奏
楽
団
の
Ｏ
Ｂ
会
で

あ
る
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ａ
お
ん
ぷ
の
会（
以
下「
お

ん
ぷ
の
会
」）
が
支
部
と
し
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
（
設
立
時
構
成
員
59
名
）。
２
０
０
７

年
「
常
磐
大
学
同
窓
会
支
部
細
則
」
の
承
認
・

制
定
か
ら
、
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
団
体
か

ら
打
診
が
あ
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
第
一

号
の
支
部
設
立
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
ん
ぷ
の
会
で
は
、
今
年
11
月
に
演
奏

会
を
企
画
し
て

い
る
と
の
こ
と

で
、
こ
の
会
報

で
会
員
の
皆
様

に
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
同
窓

会
の
仲
間
た
ち

の
活
躍
を
ご
覧

に
な
っ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う

か
。

開
学
１
０
０
周
年
記
念
事
業

募
金
へ
の
お
礼

　

開
学
１
０
０
周
年
記
念
事
業
募
金
へ

ご
寄
付
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
本
学
で
は
、
諸
澤
幸
雄

奨
学
金
制
度
を
創
設
し
、
そ
の
充
実
お

よ
び
継
続
的
運
営
を
目
的
に
昨
年
11
月

か
ら
募
金
を
開
始
し
ま
し
た
。こ
の
間
、

多
く
の
皆
様
方
よ
り
ご
寄
付
を
賜
り
ま

し
た
。か
さ
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
こ
の
制
度
を
よ
り
充
実

さ
せ
る
た
め
、
引
き
続
き
募
金
の
受
付

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
だ
ご
賛
同
を

頂
い
て
い
な
い
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ぜ
ひ
と
も
募
金
の
趣
旨
を
ご
理
解

頂
き
、
ご
寄
付
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
衷

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
校
法
人
常
磐
大
学　

　

寄
付
資
産
運
用
課　

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
．
０
２
９

－

２
３
２

－

２
７
５
９

ご
結
婚
さ
れ
た
方

小
山 

和
子
さ
ん
（
旧
姓
松
田
）

人
間
科
学
部
12
期

水
上 

薫
さ
ん
（
旧
姓
小
野
崎
）

人
間
科
学
部
14
期

佐
伯 

孝
道
さ
ん

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
1
期

佐
伯 

望
さ
ん
（
旧
姓
菊
池
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
3
期

宇
都
宮 

洋
子
さ
ん
（
旧
姓
酒
井
）

人
間
科
学
部
14
期

２
０
０
９
年
度
学
生
支
援
事
業
報
告

◇ 

大
型
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ロ
ッ
ク

（
屋
外
用
電
波
ポ
ー
ル
時
計
）

設
置

◇
同
窓
会
長
賞
受
賞
者
表
彰

【
学
部
学
業
成
績
最
優
秀
者
】

人
間
科
学
部
心
理
教
育
学
科

 

町
田　

郁
美
さ
ん

国
際
学
部
国
際
関
係
学
科

 

猪
越
み
な
み
さ
ん

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
学
科

 

伊
藤
麻
奈
美
さ
ん

　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ａ
お
ん
ぷ
の
会
で
は
、
来
る

２
０
１
０
年
11
月
28
日
（
日
）
に
、
常
磐
大

学
吹
奏
楽
団
「
同
奏
会
２
０
１
０
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

卒
業
生
に
よ
る
同
窓
会

4

4

4

の
よ
う
な
演
奏
会

4

4

4

が
で
き
れ
ば
、と
い
う
想
い
か
ら
「
同
奏
会
」

と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
企
画
は
、
２
０
０
４

年
、
２
０
０
７
年
に
続
き
、
実
に
３
回
目
の

開
催
と
な
り
ま
す
。

　

も
と
も
と
は
、
２
０
０
４
年
に
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ

Ｗ
Ａ
お
ん
ぷ
の

会
が
創
立
20
周

年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
記
念
の

イ
ベ
ン
ト
を
検

討
す
る
中
、
や

は
り
「
学
生
時

代
の
仲
間
た
ち

と
吹
奏
楽
を
楽

し
み
た
い
」
と

い
う
趣
旨
で
計

画
し
ま
し
た
。

当
初
は
、
１
回

限
り
の
つ
も
り

で
し
た
が
、
開

催
し
て
み
る
と

参
加
者
等
か
ら

は
思
い
の
ほ
か

好
評
で
、
初
回

以
降
、
ま
さ
に

同
窓
会
の
よ
う

な
感
覚
で
回
を

重
ね
、
今
年
、

３
回
目
の
「
同

奏
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
同
奏
会
２
０
１
０
」
で
も
、
学

生
時
代
に
演
奏
し
た
思
い
出
の
曲
を
中
心

に
、懐
か
し
の
名
曲
か
ら
今
話
題
の
曲
ま
で
、

幅
広
い
世
代
の
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
曲
や
企
画
を
取
り
揃
え
、
目
下
、
準
備
と

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

久
々
（
３
年
ぶ
り
）
に
集
っ
た
学
生
時
代

の
仲
間
た
ち
。『
常
磐
サ
ウ
ン
ド
』
の
再
現

は
な
る
で
し
ょ
う
か
？ 

　

卒
業
生
に
よ
る
同
窓
会
の
よ
う
な
演
奏

会
、
題
し
て
「
同
奏
会
」
へ
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

常磐大学吹奏楽団「同奏会2010」
日　時　 2010年11月28日（日）　14：00開演（13：30開場）
　　　　入場無料
場　所　水戸市民会館　ホール
曲　目　バレエ音楽「青銅の騎士」より（R．グリエール）
　　　　ウェールズの歌（A.O. デイヴィス）
　　　　交響組曲「風の谷のナウシカ」3章
　　　　サウンド・オブ・ミュージック メドレー　ほか
お問い合わせ　TOKIWAおんぷの会事務局　
　　　　　　　090-1662-3486（長南）

常
磐
大
学
吹
奏
楽
団

 

「
同
奏
会
２
０
１
０
」
に
つ
い
て

同
窓
会
支
部

設
立
承
認
第
一
号
！


